
リストラ後の組織再生
―ダメージを乗り越える“脱リストラ人事”の進め方―

■リストラと再生のポイントを見極めよう

リーマンショックを契機に雇用領域で苦渋の選択に
踏み切った企業は多い。驚く暇もないほど次から次へ
と各社の人員削減策が報道された記憶は今も生々し
い。あれから1年経つが，景気は依然として振るわず，
本格的なリストラはこれから粛々と行われるのではな
いかという恐ろしい予測も聞かれはじめた。
本来リストラは事業の再構築が目的であり，人員削
減はそのプロセスに過ぎない。つまり，人員削減の後
は希望の持てる前向きな組織体制で事業が再スタート
するはずである。もちろん，人の心はそう簡単には割
り切れるものではないし，痛みを理解し，それを乗り
越えてこそ信頼に足るコア人材たちだという見方もあ
ろう。しかし，無計画あるいはマネジメントの方策を
誤ると，リストラのダメージを引きずったまま再生を
担うべきコア人材たちが再度潰れてしまいかねないリ
スクがある。事業再生に失敗しさらなる業績の悪化と
なれば再リストラの悲劇も免れない。
リストラは難度の高いマネジメントとされる。その
ポイントをよく見極めておきたい。 （編集部）
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